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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワークピース（３６）の寸法の超音波測定に適する超音波発生装置（１０）であって、
前記装置（１０）は、
　波形を表す波形出力（１４）を提供するように動作可能な発生器（１２）と、
　前記波形出力を受信し、前記波形出力を増幅し、超音波変換器（２０）に印加するため
の出力（１８）を提供するように動作可能な電力増幅器（１６）と
　を備え、
　前記発生器は、任意の波形発生器であり、前記波形発生器は、ソフトウェア制御の下で
波形源として動作し、前記波形の表現を提供し、表される前記波形のパラメータを定義す
るように動作可能なユーザ入力（２６）を有するコンピュータデバイス（２２）と、前記
表現の波形を有する信号（３２）として前記波形出力を提供するように動作可能なコンバ
ータ（３０）とを備え、
　前記電力増幅器は、演算増幅器（３４）を備え、前記演算増幅器（３４）は、使用中、
前記発生器から前記波形出力を受信し、電力および電圧において前記波形出力を増幅し、
前記演算増幅器の出力は、前記変換器に印加される、装置（１０）。
【請求項２】
　前記波形出力（１４）は、使用中、前記波形のサンプルとしての離散出力値（４２）の
時系列である、請求項１に記載の装置（１０）。
【請求項３】
　前記離散出力（４２）は、１００ＭＳ／ｓ等、前記波形（１４）の周波数の少なくとも
１０倍のサンプルレートを有する、請求項２に記載の装置（１０）。
【請求項４】
　前記表現は、デジタル表現であり、前記コンバータ（３０）は、デジタル／アナログコ
ンバータである、請求項１～請求項３のいずれか一項に記載の装置（１０）。
【請求項５】
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　前記発生器（１２）は、搬送波周波数のパルス（４６、４８）として波形出力（１４）
を提供するように動作可能である、請求項１～請求項４のいずれか一項に記載の装置（１
０）。
【請求項６】
　前記発生器（１２）は、超音波を発生させるためのパルス（４６）として波形出力（１
４）を提供するように動作可能であり、前記パルス（４６）の後に、超音波変換器（２０
）内の共鳴を減衰させるための減衰パルス（４８）が続く、請求項１～請求項５のいずれ
か一項に記載の装置（１０）。
【請求項７】
　ワークピース（３６）の寸法の超音波測定のための超音波を発生させる方法であって、
前記方法は、
　波形を表す波形出力（１４）を発生させるステップと、
　前記波形出力を増幅させ、超音波変換器（２０）に印加するための出力を提供するステ
ップと
　を含み、
　前記波形は、任意の波形発生器によって発生され、前記波形発生器は、ソフトウェア制
御の下で動作し、前記波形の表現を提供し、表される前記波形のパラメータを定義するよ
うに動作可能なユーザ入力（２６）を有するコンピュータデバイス（２２）によって提供
された波形源と、前記表現の波形を有する信号（３２）として前記波形出力を提供するよ
うに動作可能なコンバータ（３０）とを備え、
　前記波形は、演算増幅器（３４）を備える電力増幅器によって増幅され、前記演算増幅
器（３４）は、使用中、前記波形源から前記波形出力を受信し、電力および電圧において
前記波形出力を増幅し、前記演算増幅器の出力は、前記変換器に印加される、方法。
【請求項８】
　前記波形出力（１４）は、前記波形のサンプルとしての離散出力値（４２）の時系列の
ように発生される、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記離散出力は、１００ＭＳ／ｓ等、前記波形の周波数の少なくとも１０倍のサンプル
レートを有する、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記波形を発生させるステップは、搬送波周波数のパルス（４６、４８）として波形出
力（１４）を提供することを含む、請求項７～請求項９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記波形を発生させるステップは、超音波を発生させるためのパルス（４６）として波
形出力（１４）を提供することを含み、前記パルス（４６）の後に、超音波変換器（２０
）内の共鳴を減衰させるための減衰パルス（４８）が続く、請求項７～請求項１０のいず
れか一項に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明の実施例はまた、ワークピースの寸法の超音波測定の方法であって、
　波形を表すための波形出力を形成するステップと、
　形成された波形出力を超音波変換器に印加し、超音波をワークピースの中へ伝送するス
テップと、
　超音波信号をワークピースから受信するステップであって、受信された信号は、伝送さ
れた信号の反射を含む、ステップと、
　寸法に関連する情報を受信された信号から抽出するステップと
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　を含み、波形出力は、先行定義のいずれかに記載の装置によって、形成され、印加され
る、方法を提供する。
本願明細書は、例えば、以下の項目も提供する。
（項目１）
　超音波発生装置であって、前記装置は、
　波形を表す波形出力を提供するように動作可能な任意の波形発生器と、
　前記波形出力を受信し、電力および振幅において前記波形出力を増幅し、超音波変換器
に印加するための電力出力を提供するように動作可能な電力増幅器と
　を備えている、装置。
（項目２）
　前記電力増幅器は、演算増幅器を備えている、項目１に記載の装置。
（項目３）
　使用において、前記波形出力は、前記波形のサンプルとしての離散出力値の時系列であ
る、項目１または項目２に記載の装置。
（項目４）
　前記離散出力は、１００ＭＳ／ｓ等、前記波形の周波数の少なくとも１０倍のサンプル
レートを有する、項目３に記載の装置。
（項目５）
　前記発生器は、前記波形の表現を提供する波形源と、表される前記波形のパラメータを
定義するように動作可能なユーザ入力と、前記波形の前記表現を有する信号倍として前記
波形出力を提供するように動作可能なコンバータとを備えている、項目１～項目４のいず
れか一項に記載の装置。
（項目６）
　前記表現は、デジタル表現であり、前記コンバータは、デジタル／アナログコンバータ
である、項目５に記載の装置。
（項目７）
　前記波形源は、ソフトウェア制御下で動作するコンピューティングデバイスによって提
供される、項目１～項目６のいずれか一項に記載の装置。
（項目８）
　前記発生器は、搬送波周波数のパルスとして波形出力を提供するように動作可能である
、項目１～項目７のいずれか一項に記載の装置。
（項目９）
　前記発生器は、超音波を発生させるためのパルス、および、後続の超音波変換器内の共
鳴を減衰させるための減衰パルスとして、波形出力を提供するように動作可能である、項
目１～項目８のいずれか一項に記載の装置。
（項目１０）
　実質的に、付随の図面を参照して先に述べたような超音波発生装置。
（項目１１）
　超音波を発生させる方法であって、前記方法は、
　波形を表す波形出力を発生させるステップと、
　電力および振幅において前記波形出力を増幅させ、超音波変換器に印加するための電力
出力を提供するステップと
　を含む、方法。
（項目１２）
　前記波形出力は、演算増幅器を備えている電力増幅器によって増幅される、項目１１に
記載の方法。
（項目１３）
　前記波形出力は、離散出力値の時系列および前記波形のサンプルとして発生される、項
目１１または項目１２に記載の方法。
（項目１４）
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　前記離散出力は、１００ＭＳ／ｓ等、前記波形の周波数の少なくとも１０倍のサンプル
レートを有する、項目１３に記載の方法。
（項目１５）
　前記波形を発生させるステップは、前記波形の表現を提供することと、表される前記波
形のパラメータを定義するためのユーザ入力を受信することと、前記波形の前記表現を有
する信号倍として前記波形出力を提供することとを含む、項目１１から項目１４のいずれ
か一項に記載の方法。
（項目１６）
　前記表現は、デジタル表現であり、ソフトウェア制御下で動作するコンピューティング
デバイスによって提供される、項目１５に記載の方法。
（項目１７）
　前記波形を発生させるステップは、搬送波周波数のパルスとして波形出力を提供するこ
とを含む、項目１１から項目１６のいずれか一項に記載の方法。
（項目１８）
　前記波形を発生させるステップは、超音波を発生させるためのパルス、および、後続の
超音波変換器内の共鳴を減衰させるための減衰パルスとして、波形出力を提供することを
含む、項目１１から項目１７のいずれか一項に記載の方法。
（項目１９）
　実質的に、付随の図面を参照して先に述べたような方法。
（項目２０）
　ワークピースの寸法の超音波測定の方法であって、
　波形を表すための波形出力を形成するステップと、
　前記形成された波形出力を超音波変換器に印加し、超音波をワークピースの中へ伝送す
るステップと、
　超音波信号を前記ワークピースから受信するステップであって、前記受信された信号は
、前記伝送された信号の反射を含む、ステップと、
　前記寸法に関連する情報を前記受信された信号から抽出するステップと
　を含み、前記波形出力は、項目１～項目１０のいずれか一項に記載の装置によって形成
され、印加される、方法。
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